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郡上市は、少子高齢化・人口減少が著しい地域で

す。高齢化率は、令和6年6月1日現在は38.7%、毎

年 0.5%ずつ伸びてきている右肩上がりの状況です。

こうした状況は介護専門職にも影響しており、令和4

年度に実施した「介護職員の実態調査」では市内で

働く介護職員の 54.7%が 50歳以上という結果が出て

います。 

このような状況のもと、当市では、介護人材確保

対策を緊急かつ長期的対応が必要な重要課題として

とらえ、平成25年度に開始した介護職員初任者研修

受講助成事業以来、数々の事業を実施しましたので

その概要と効果について報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の実施にあたっては、3つの柱を掲げて「目的」

「ターゲット層とする年代」「内容」などといった

多様な視点から検討し取り組みました。 

3つの柱の1つ目は「即効性」です。今まさに直面

している人材不足問題を解決できる方法としての事

業を実施しました。2つ目は「将来性」で、若い人た

ちの介護業界への就職志向を拡大することを目的と

して事業を実施しました。3つ目は「持続性」で、介

護職の仕事からの離職防止と安定して仕事を続けて

いただけることを目的として事業を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「即効性」としては、主に介護職に就きたい方が

受講される「介護職員初任者研修」の受講費用の助

成を行っています。近年は、年により 5～12 人に対

して助成を行っています。 

その他、在学中に借りた奨学金を現在返済してい

る他業界の方の介護業界への転職支援のため、5年間

で最大 100 万円の返済支援をする介護職員奨学金返

済支援事業や退職前後の中高年男性の方の介護現場

での活躍を期待した「おやじヘルパー講座」を実施

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

続いて、「将来性」としては、「介護のお仕事魅

力発信事業」として、次世代への介護職の魅力の発

信を主軸とした市内の中学校で介護職員が魅力を伝

える講座を行ったり、市外の大学生等にも参加いた

だけるようZoomで介護職員とのお話会を開催したり

しました。その他市の広報紙の全面で介護職のやり



がいを伝える記事の掲載や介護施設での体験も企画

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に「持続性」として、息長く充実して介護職

員として働いていただくことを目指して、介護職員

が集まって意見交換や学び合い、明日の活力につな

げることができることを目的とした「やる気UP集会」

の開催や多職種で意見交換できるケアカフェの開催、

そして市民に募集した動画で構成した「介護職員へ

の感謝・応援動画」54本を番組化し、放映しました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした事業展開の結果、各事業において数名ず

つの、介護職員やデイサービスの車の運転手などの

介護の周辺業務を行う職員、あるいは介護に関連し

たボランティアを確保することができ、介護現場で

の仕事に従事いただけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この取り組みを通して、1つの事業で多くの介護職

員を確保することは困難ではあるものの、現場の意

見を聞いたり、また時代の流れを注視しながら様々

な取り組みを実施したりすることが、市内の介護職

員を少しずつ増やすことに有効だと感じています。 

 今後は、職員の「ここで働きたい！」という気持

ちを引き出す見た目を重要視したユニフォームの導

入、そして週休 3 日制やシニア層のチームによるワ

ークシェアリングで労働環境の改善にも努めていく

ことを考えています。 


